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地方創生加速化交付金事業の取り組み
「福岡の女性に梅の持つ美容・健康機能を発信！」
　10月2日、「南高梅および梅加工製品の国内市場活性化事業」の一環で、ホテル日航福岡（福
岡市）で開催された「美女式セミナーin福岡」に参加し、梅の美容・健康機能をPRしました。
　このイベントは、美容や健康に意識の高い女性が参加されるセミナーで、当日は、20代後半～40
代の女性、約300人が参加され、うめ課女性職員が講
師として、みなべ町及び梅の効能について女性の視点
で分かりやすく紹介しました。
　また、みなべ町ブースでは、世界農業遺産「みなべ・
田辺の梅システム」及び南高梅のＰＲを行い、梅酢を使
用した製品も試飲してもらいました。参加者からは、「梅
干、梅酢を購入したい」という声が聞かれました。

「中国で南高梅の販路拡大調査」
　10月14日～15日、みなべ・田辺地域世界農業遺産推進協議会の「南高梅の海外販路開拓事業」
の一環で、町長及びみなべ町・田辺市の梅加工事業者4社などが中国市場調査を行いました。
　中国の梅加工業者「溜溜果園」の視察では、社長自ら加工工程の案内などをしてくれ、「創業
10年という若い会社で、現在は20代前後の女性をターゲットにした商品作りをするなどいろんなこ
とにチャレンジしている。ぜひ、日本とも協力していきたい。」と話してくれました。それに応じて、町長
は「同じ梅の文化を共有するもの同士、梅＝健康を軸に世界に発信していきたい」と答えました。
　「ウーマンエキスポ上海（日経BP主催）」のイベントで
は、社長と町長とのトークセッションがあり、町長が南高
梅の魅力や世界農業遺産に認定された「みなべ・田辺
の梅システム」のＰＲを行いました。ブースにおいても、南
高梅と世界農業遺産を中国語で紹介したパンフレット
等の配布をしました。
　また、上海で百貨店の視察も行いました。

「地域の現状を把握し、未来へつなぐ！」
　10月5日、国連大学サステイナビリティ高等研究所主催の「清川
の里山に関するワークショップ」が清川公民館で開催されました。
　清川地区の里山に関する意識調査ということで、前もって8月に
清川の住民100人にアンケート調査を行いました。
　その結果を踏まえ、アンケートに協力された清川の代表19人が
集まり、今の意識確認とこれからの地域の活性化について話し合
いました。

りゅうりゅうかえん
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「大展覧会」・「文化展」・「芸能まつり」を開催

NEWS

　10月22日～23日、南部公民館と生涯学習センターで大展覧会が開催されました。

　11月３日～４日は高城公民館で「秋の文化展・菊花展」、11月３日～５日は清川

公民館で「地区文化展」が盛大に開催されました。

　11月３日には、文化協会主催で「第12回芸能まつり」が行われました。13サークル、85名の出演者のみなさんが日頃

の練習の成果を披露し、会場から大きな拍手が送られました。

南部公民館 生涯学習センター

高城公民館

フラダンス 鹿児島はんや節 民謡

清川公民館
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西本庄の山西 操さん
１００歳おめでとうございます

　10月28日、町長が１００歳を迎えられる山西さんを訪問
し、「祝百歳」の賞状と記念品、花束を贈り長寿をお祝い
しました。
　山西さんは、東京の学校を卒業して、家政科の教師と
して定年まで勤められました。
　今は、読書やぬり絵をして過ごされることが多いそうで
す。益々のご長寿を祈念します。

上南部中学校３年生が
和太鼓の演奏を披露

　11月8日、上南部中学校３年生の生徒（52名）がふれあ
いセンターで、デイサービス利用者や地域の方たちに和
太鼓の演奏を披露しました。
　生徒たちは、約1年前から、太鼓の練習をしてきたそう
で、梅にちなんだ曲（4曲）を披露しました。

和歌山県小学生
秋季陸上競技選手権大会で入賞

　10月30日、紀三井寺陸上補助競技場において、平成
２８年度和歌山県小学生秋季陸上競技選手権大会が
開催されました。
　みなべＡＣ（アスレチッククラブ）の選手が出場し、次の
皆さんが入賞しました。
　なお、ジャベリックボール投に出場した森川さんは和歌
山県小学生新記録での優勝でした。

●ジャベリックボール投　　第１位　森川ほのかさん
●ジャベリックボール投　　第４位　野中葉月さん
●ジャベリックボール投　　第６位　植野妃奈さん
●８０ｍハードル　　　　  第５位　堀口紗希さん

南部小学校で地震津波避難訓練

　11月4日、南部小学校では、校舎内で訓練開始の放送
が流れた後、児童は、運動場に集合し高学年は低学年
と手をつないで、埴田の医王寺（寺山）まで走って避難し
ました。全児童が避難するまでにかかった時間は、15分
でした。
　この日は、南部高校、町内各小中学校、南部幼稚園で
も地震津波避難訓練が行われました。
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役
場
の
業
務
は
、12
月
29
日
〜
１
月
３
日
ま
で

休
み
と
な
り
ま
す
。

の

町の花 う め

町の木 う ば め が し

町の鳥 う ぐ い す

町の魚 い しわ

議
会
事
務
局（
℡
７2
ー
１
３
３
４
）か
ら

議
会
事
務
局（
℡
７2
ー
１
３
３
４
）か
ら

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
、穴
を
あ
け
て
！

　
全
国
的
に
ご
み
焼
却
場
に
お
い
て
、搬
入
さ
れ

た
ご
み
の
中
に
ガ
ス
ボ
ン
ベ
な
ど
の
爆
発
性
の
物

が
混
入
し
、破
砕
機
内
で
破
砕
中
に
引
火
し
爆
発

す
る
事
故
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。　
カ
セ
ッ
ト

ボ
ン
ベ
な
ど
を
ご
み
と
し
て
出
す
場
合
に
は
、内

容
物
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
、資
源
ご
み

（
缶
、金
属
類
）で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
し
尿
収
集
業
務
は
、年
末
は
12
月
28
日（
水
）ま
で

行
い
、年
始
は
、１
月
４
日（
水
）か
ら
行
い
ま
す
。

　
ご
み
収
集
業
務
は
、１
月
１
日
（
日
）か
ら
１
月

３
日
（
火
）ま
で
は
休
み
に
な
り
ま
す
の
で
、ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
ご
み
焼
却
場
へ
の
直
接
持
ち
込
み
は
、12
月
31

日（
土
）午
前
11
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
な
お
、12
月
23
日
（
金
・
祝
日
）は
、ご
み
収
集
業

務
及
び
ご
み
焼
却
場
へ
の
直
接
持
ち
込
み
の
受
け

付
け
は
、平
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

　
分
別
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す

　
年
末
に
な
る
と
、例
年
た
く

さ
ん
の
ご
み
が
出
さ
れ
ま
す
。

年
末
は
、何
か
と
お
忙
し
い
と

思
い
ま
す
が
、ご
み
の
分
別
の

徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　

し
尿
収
集
業
務
は
、

 

12
月
29
日
〜
１
月
３
日
ま
で
お
休
み

　
今
年
を
締
め
く
く
る
第
４
回
定
例
会
（
12
月
議

会
）は
、12
月
15
日
（
木
）か
ら
開
会
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　
定
例
会
で
は
、町
が
行
う
事
業
な
ど
に
つ
い
て

各
議
員
が
質
問
す
る「
一
般
質
問
」や「
議
案
審
議
」

な
ど
、私
た
ち
の
生
活
に
関
連
し
た
大
切
な
事
柄

が
審
議
さ
れ
ま
す
。

　
年
末
何
か
と
お
忙
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、ぜ

ひ
お
誘
い
合
わ
せ
て
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、本
会
議
の
様
子
は
、パ
ソ
コ
ン
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
み
な
べ
町
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
」か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
議
会
の
日
程
に
つ
い
て
は
、後
日
、町
内
一
斉
放

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。く
わ
し
く
は
、議
会
事
務

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
活
環
境
課（
℡
７2
ー
３
６
０
５
）か
ら

生
活
環
境
課（
℡
７2
ー
３
６
０
５
）か
ら

１
月
１
日
〜
３
日
ま
で

　
　
ご
み
収
集
は
、お
休
み

定
例
会
は
、12
月
15
日
開
会
予
定

　
新
年
１
月
４
日
か
ら
通
常
業
務
を
行
い
ま
す
。

休
み
の
間
は
、職
員
が
交
代
で
日
直
に
あ
た
り
ま

す
。〔※

休
み
の
期
間
中
で
も
、出
産
、婚
姻
、死
亡

等
の
届
出
は
受
け
付
け
ま
す
。〕

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら

　
農
業
委
員
会
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、

農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
選
挙
制
か
ら
推
薦
・
公

募
制
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
を
推
進
す
る
た

め
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
新
た
に
設
置

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
、農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間
　

　
　
平
成
29
年
１
月
10
日
〜
２
月
10
日

◆
定
数
　

　
　
農
業
委
員
　
19
人

　
　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
　
11
人

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　
　
産
業
課（
農
業
委
員
会
事
務
局
）へ
。

※

く
わ
し
く
は
、今
月
の
広
報
と
一
緒
に
お
届
け

し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

　
専
門
の
相
談
員
（
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談

員
）が
、個
別
に
相
談
に
応
じ
て
れ
ま
す
。

◆
相
談
日
時
　
12
月
16
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

◆
相
談
場
所
　
役
場
１
階
　
会
議
室
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農
業
委
員・農
地
利
用
最
適
化

　
　
　
　
　  

推
進
委
員
の
募
集

消
費
生
活
相
談
会
の
開
催

農
業
資
金
相
談
会
の
開
催

後
期
高
齢
者
の
皆
さ
ま
へ

蜜
蜂
飼
育
届
の
提
出
を

◆
相
談
内
容
　
▽
訪
問
販
売
な
ど
契
約
の
ト
ラ
ブ

ル
　
▽
商
品
の
苦
情
　
▽
生
活
の
知
識
　
な
ど

　　
相
談
は
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
担
当
者
と
の
個

別
相
談
方
式
で
行
い
ま
す
。

◆
相
談
日
時
　
12
月
22
日（
木
）

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
の
間
で
順
次

◆
相
談
場
所
　
役
場
１
階
　
会
議
室

◆
申
込
み
先
　
産
業
課

　
個
別
相
談
の
た
め
、事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。

◆
申
込
み
締
切
　
12
月
15
日（
木
）

　
消
費
生
活
相
談
・
農
業
資
金
相
談
の
く
わ
し
く

は
、産
業
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

　
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
ま
た

は
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育

さ
れ
て
い
る
方
が
対
象
で

す
。

　
蜜
蜂
の
飼
育
に
は
養
蜂
振

興
法
第
３
条
に
基
づ
き
、
原

則
、毎
年
県
知
事
へ「
蜜
蜂
飼

育
届
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

必
ず
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◆
届
出
期
間
　
平
成
29
年
１
月
１
日
〜
１
月
31
日

　（
土
日
、祝
祭
日
、閉
庁
日
を
除
く
）

◆
提
出
先
　
日
高
振
興
局
農
業
水
産
振
興
課
ま
た

は
、町
役
場
産
業
課
へ
。

　
健
康
診
査
は
受
け
ら
れ
ま
し
た
か
。

　
受
診
券
を
お
持
ち
の
方
で
、
ま
だ
健
康
診
査
を

受
け
て
い
な
い
方
は
、
平
成
29
年
２
月
末
日
ま
で

に
、ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

医
科
健
康
診
査

◆
対
象
者
　
75
歳
以
上
の
方
、
65
歳
以
上
75
歳
未

満
で
一
定
の
障
害
認
定
を
受
け
ら
れ
た
方

◆
検
査
項
目
　
問
診
、
計
測
、
診
察
、
脂
質
、
肝
機

能
、尿
、腎
機
能
、代
謝
系

◆
実
施
場
所
　
受
診
券
と
同
封
し
て
い
る
実
施
医

療
機
関
一
覧
に
記
載
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関

◆
費
用
　
６
０
０
円

歯
科
健
康
診
査

※

対
象
の
方
に
は
５
月
末
に
受
診
券
等
を
発
送
し

て
い
ま
す
。

◆
対
象
者
　
平
成
28
年
３
月
末
で
75
歳
、80
歳
、

　
85
歳
の
方
と
90
歳
以
上
の
方

◆
検
査
項
目
　
問
診
、口
腔
内
検
査
、口
腔
機
能
検

　
査

◆
実
施
場
所
　
受
診
券
と
同
封
し
て
い
る
実
施
医

　
療
機
関
一
覧
に
記
載
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関

◆
費
用
　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
　

　
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
℡
０
７
３
|
４
２
８
|
６
６
８
８



教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
２
１
９
１
）か
ら

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
２
１
９
１
）か
ら

町
奨
学
金
貸
付
基
金
の

　
来
年
度
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

　
加
入
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ま
へ

　
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、

11
月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
に
か
け
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
使
用
促
進
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
の
自
己
負
担
額
の
軽
減
や
医
療
保
険

財
政
の
改
善
に
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普

及
が
重
要
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
使
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
お
知
ら
せ
は
、
切
り
替
え
を
強
制

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
お
薬
に
よ
っ
て
は
、
切
り
替
え
が
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
切
り
替
え
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
又
は
薬
剤
師

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
１
ヶ
月
に
14
日
分
以
上
の
お
薬
を
処
方
さ

れ
て
い
て
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り

替
え
た
場
合
、
１
か
月
の
自
己
負
担
額
が
２

０
０
円
以
上
軽
減
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
方

で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

・
後
発
医
薬
品
利
用
差
額
通
知
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　
０
１
２
０
|
５
３
|
０
０
０
６

　（
通
話
無
料
）

・
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　

　
℡
０
７
３
|
４
２
８
|
６
６
８
８

　
町
で
は
向
学
心
が
あ
り
、
が
ん
ば
っ
て
勉
学
に

励
ん
で
い
る
が
、
経
済
的
に
苦
し
く
学
費
を
ま
か

な
う
こ
と
が
困
難
な
町
内
の
生
徒
や
学
生
に
対
し

て
、
奨
学
金
貸
付
基
金
か
ら
修
学
の
た
め
の
経
費

の
一
部
と
し
て
奨
学
金
の
貸
し
付
け
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
新
規
奨
学
生
を
、
12
月
１
日
か

ら
、
次
の
と
お
り
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
員
　
若
干
名

●
奨
学
金
額
（
月
額
１
万
５
千
円
以
内
）
と
対
象
校

　
○
高
等
学
校
　

　
○
専
修
学
校
高
等
課
程
　

　
○
高
等
専
門
学
校
（
１
〜
３
年
生
）

●
奨
学
金
額
（
月
額
４
万
円
以
内
）
と
対
象
校
　

　
○
専
修
学
校
専
門
課
程

　
○
高
等
専
門
学
校
（
４
〜
５
年
生
）

　
○
短
期
大
学

　
○
大
学

　
○
大
学
院
　

※

専
修
学
校
は
、
文

部
科
学
省
か
都
道
府

県
知
事
が
認
可
し
た

も
の
に
限
り
ま
す
。

●
対
象
者

　
対
象
学
校
へ
入
学
す
る
生
徒
や
学
生
、
ま
た
は

在
校
生
で

①
希
望
者
の
保
護
者
が
町
内
に
在
住
し
て
お
り
、

世
帯
所
得
が
基
準
額
内
で
あ
る
こ
と
。

　
ま
た
、
町
税
や
水
道
料
金
な
ど
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と
。

　
　

※

世
帯
人
員
が
８
人
以
上
の
場
合
は
、
１
人
増
す

ご
と
に
７
人
の
基
準
額
に
20
万
円
を
加
算
す
る
。

②
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
学
資
金
、

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
資
金
の
修
学
資
金
、
和
歌
山

県
高
等
学
校
定
時
制
及
び
通
信
制
課
程
修
学
奨
励

金
、
生
活
福
祉
資
金
貸
付
金
の
教
育
支
援
費
の
貸

与
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。
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送
付
の
対
象
と
な
る
方

所
得
基
準
額

世帯
人員

1人

2人

3人

4人

5人

6人

7人

178万円

282万円

328万円

355万円

382万円

402万円

422万円

基準額
（世帯所得合計額）
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税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら

●
申
し
込
み
方
法

　
申
込
書
と
合
格
通
知
書（
写
し
可
）を
教
育
学
習

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。在
学
生
は
、申
込
書
と

在
学
証
明
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。申
込
書
は
、

教
育
学
習
課
に
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
期
限
　

　
平
成
29
年
４
月
25
日（
火
）午
後
３
時
ま
で

●
採
用
の
決
定

　
貸
与
基
準
を
満
た
し
た
方
の
中
か
ら
、選
考
委

員
会
で
選
考
の
上
、決
定
し
通
知
し
ま
す
。

　　
成
人
式
で
、な
つ
か
し
い
仲
間
と
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。

●
日
　
時
　

　
　
　
　
　
平
成
29
年
１
月
４
日（
水
）

　
　
　
　
　
昼
12
時
30
分
〜
　
受
付

　
　
　
　  

　 

13
時
00
分
　
　
式
典
開
始

●
会
　
場
　

　
　
　
　
　
紀
州
南
部
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

　　
当
日
は
、式
典
の
後
、新

成
人
実
行
委
員
会
の
企
画

運
営
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
く
わ
し
く
は
、教
育
学

習
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
　

新
成
人
の
み
な
さ
ま
へ

固
定
資
産
税 

償
却
資
産
の
申
告
を
！

　
固
定
資
産
税
は
、土
地
・
家
屋
の
ほ
か
に
償
却
資

産（
土
地
や
家
屋
以
外
の
事
業
の
用
に
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
資
産
）に
つ
い
て
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
個
人

や
法
人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
は
、地
方
税
法

第
３
８
３
条
の
規
定
に
よ
り
、毎
年
１
月
１
日（
賦

課
期
日
）
現
在
の
所
有
状
況
等
を
資
産
の
所
在
す

る
市
町
村
長
に
申
告
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

※

太
陽
光
発
電
設
備
も
償
却
資
産
に
該
当
し
、
固

定
資
産
の
課
税
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て
、
み
な
べ

町
で
土
地
や
家
屋
以
外
の
事
業
用
の
資
産
（
構
築

物
、機
械
、備
品
な
ど
）を
お
持
ち
の
方
は
、申
告
書

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、平
成
28
年
度
に
申
告
を
さ
れ
た
方
、平
成

28
年
中
に
新
た
に
事
業
所
を
設
立
さ
れ
た
方
等
に

は
、
申
告
に
必
要
な
書
類
を
12
月
中
に
郵
送
し
ま

す
。

　
新
た
に
申
告
が
必
要
と
な
る
方
で
申
告
書
を
お

持
ち
で
な
い
場
合
は
、
郵
送
し
ま
す
の
で
税
務
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

次
の
も
の
は
、申
告
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

●
自
動
車
税
、軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
る

　
も
の

●
繰
延
資
産（
開
業
費
、試
験
研
究
費
な
ど
）

●
無
形
減
価
償
却
資
産（
特
許
権
、営
業
権
、商

　
標
権
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど
）

●
絵
画
、
骨
董（
た
だ
し
、
複
製
の
よ
う
な
も
の
で

　
装
飾
的
な
目
的
の
み
に
使
用
し
て
い
る
も
の
は

　
対
象
と
な
り
ま
す
）

申
告
さ
れ
な
い
方
、又
は
虚
偽
の
申
告
を
さ
れ
た
方

　
正
当
な
理
由
が
な
く
申
告
さ
れ
な
い
場
合
は
、

地
方
税
法
第
３
８
６
条
の
規
定
に
よ
り
過
料
を
科

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
ほ
か
、
同
法
第
３
６
８
条

の
規
定
に
よ
り
不
足
税
額
に
加
え
て
延
滞
金
を
徴

収
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、虚
偽
の
申
告
を
さ
れ
ま
す
と
、地
方
税
法

第
３
８
５
条
の
規
定
に
よ
り
罰
金
等
を
科
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

実
地
調
査
等
へ
の
協
力
の
お
願
い

　
申
告
内
容
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
地

方
税
法
第
４
０
８
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
順
次
実

地
調
査
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
適
性
・
公
正
な
課
税
を
確
保
す
る
た

め
、
申
告
内
容
を
詳
細
に
点
検
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
調
査
依
頼
の
際
は
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、調
査
に
対
し
て
不
協
力
等
の
場
合
は
、地

方
税
法
３
５
４
条
の
２
の
規
定
に
基
づ
き
、
税
務

署
で
国
税
資
料
の
閲
覧
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
こ
の
実
地
調
査
等
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
遡
っ

て
税
額
を
更
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、ご
承
知
く
だ
さ
い
。
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小
型
特
殊
自
動
車
の
申
告
を

南
部
駅
前
の
駐
車
場
有
料
化
に
向
け
て

１
月
５
日
　
平
成
29
年 

出
初
め
式

各
公
民
館
に
提
案
箱
を
設
置
中

建
設
課（
℡
７4
ー
３
３
３
５
）か
ら

建
設
課（
℡
７4
ー
３
３
３
５
）か
ら

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら

12
月
26
日
〜
30
日
　

　  

町
消
防
団
に
よ
る
年
末
警
戒

　
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
や
乗
用
装
置
の
あ
る
ト
ラ
ク

タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
・
田
植
機
等
は
、
小
型
特
殊

自
動
車
に
該
当
し
、
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
。

　
小
型
特
殊
自
動
車
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
に

は
、
地
方
税
法
第
４
４
７
条
及
び
み
な
べ
町
税
条

例
87
条
の
規
定
に
よ
り
申
告
義
務
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
軽
自
動
車
税
の
申
告
を
し
て
、
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
南
部
駅
前
駐
車
場
は
、
駅

を
利
用
さ
れ
る
方
の
た
め
に

無
料
駐
車
場
と
し
て
解
放
し

て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
一
部
で
目
的
外

の
駐
車
等
が
見
受
け
ら
れ
、

利
用
し
た
い
方
に
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
利
用
者
の
方
々
に
は
、
若
干
の
ご

負
担
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
公
平
性
を
保
ち
、
適

正
な
利
用
で
、
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
平
成
29

年
度
中
に
有
料
駐
車
場
と
し
て
運
用
を
開
始
す
る

予
定
で
す
。ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ま
が
安
心
し
て
越
年
で
き
る
よ

う
に
と
、
毎
年
12
月
26
日
か
ら
12
月
30
日
ま
で
の

５
日
間
、
消
防
車
で
「
火
の
用
心
」
の
注
意
喚
起

を
し
て
、
各
地
区
の
警
戒
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
年
末
は
何
か
と
慌
た
だ
し
く
、
ま
た
、
季
節
柄

火
気
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
、
火
災
発
生

の
危
険
性
も
増
大
し
ま
す
。

　
火
の
元
に
は
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
町
内

各
分
団
の
消
防
団
員

が
一
堂
に
会
し
、
防

災
へ
の
決
意
を
新
た

に
し
ま
す
。

●
日
　
時

　
平
成
29
年
１
月
５
日
（
木
）

　
午
前
９
時
か
ら

※

午
前
８
時
に
町
内
防
災
行
政
無
線
か
ら
、
消
防

団
員
招
集
の
た
め
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の

で
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
場
　
所
　

　
町
民
広
場
（
気
佐
藤
）

※

雨
天
の
場
合
は
、
南
部
小
学
校
体
育
館

　
な
お
、
式
終
了
後
、
須
賀
橋
（
西
本
庄
）
付
近

の
河
川
敷
へ
移
動
し
て
、
放
水
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。　

　
　
　
　

　
平
成
25
年
度
か
ら
、
中
央
・
南
部
・
高
城
・
清

川
の
各
公
民
館
及
び
岩
代
分
館
に
「
提
案
箱
」
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
の
町
政
に
対
す
る
率
直
な
ご
意
見

や
ご
提
案
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
提
案
は
、
町
長
が
拝
見
し

て
関
係
部
局
で
そ
の
内
容
を
検
討
し
、
今
後
の
町

政
運
営
に
い
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
「
提
案
箱
」

と
し
て
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
提
案
を
お

受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　投
書
に
関
す
る
お
願
い
と
お
断
り

●
お
問
い
合
わ
せ
等
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も

　
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
氏
名
・
住
所
・
電
話
番

　
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。（
ご
記
入
が
な
い
と
、

お
問
合
わ
せ
や
回
答
が
で
き
ま
せ
ん
。）

●
町
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
提
案
を
お
寄
せ
い

　
た
だ
く
目
的
で
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

　
す
の
で
、
個
人
や
団
体
等
へ
の
誹
謗
中
傷
や
営

　
利
目
的
の
書
き
込
み
等
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
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４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

和
歌
山
労
働
局
か
ら

和
歌
山
労
働
局
か
ら

放
送
大
学
和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら

放
送
大
学
和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
こ
の
事
業
は
、宝
く
じ

の
社
会
貢
献
広
報
事
業

の
一
環
と
し
て
、地
域
で

行
う
事
業
や
活
動
に
必

要
な
施
設
や
設
備
の
整

備
費
用
を
助
成
す
る
も

の
で
す
。

　
平
成
28
年
度
宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

に
よ
る
助
成
を
得
て
、消
防
団
が
啓
発
活
動
強
化

用
品
、軽
井
川
区
が
祭
礼
用
具
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
消
防
団
は
、テ
ン
ト
、ポ
ー
タ
ブ
ル
ワ
イ
ヤ
レ
ス

ア
ン
プ
一
台（
チ
ュ
ー
ナ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
一
式
、ワ
イ

ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
二
台
含
む
）、
屋
外
用
テ
ー
ブ
ル
、

パ
イ
プ
椅
子
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
各
自
主
防
災
会
や
町
主
催
の
防
災
訓
練
を
消
防

団
と
し
て
支
援
す
る
た
め
、
ま
た
応
急
処
置
訓
練

や
担
架
作
成
講
習
等
に
も
活
用
し
、
消
防
団
活
動

の
幅
を
広
げ
、よ
り
一
層
、地
域
住
民
の
協
力
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
軽
井
川
区
は
、獅
子
頭
、獅
子
着
物
、祭
り
用

ハ
ッ
ピ
、竹
凌
笛
、太
鼓（
尺
５
）、太
鼓
布
団
、太
鼓

幕
を
新
調
し
ま
し
た
。

　
地
域
の
祭
り
は
、老
若
男
女
を
問
わ
ず
交
流
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
重
要
な
活
動
の
一
つ
で
す
。

老
朽
化
し
て
い
た
祭
礼
用
具
を
整
備
し
、活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、伝
統
文
化
を
後
世
に
伝
え
る
と

と
も
に
、地
域
の
つ
な
が
り
を
よ
り
一
層
深
め
て

い
き
ま
す
。

　
正
社
員
、パ
ー
ト
、ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、雇
用
形

態
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
人
で
も
労
働
者
を
雇
っ
て

い
る
場
合
、
事
業
主
は
労
働
保
険
に
加
入
す
る
義

務
が
あ
り
、そ
の
手
続
が
必
要
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
和
歌
山
労
働
局 

労
働
保
険
徴
収
室
（
℡
０
７
３

|
４
８
８
|
１
１
０
２
）、最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
、ハ
ロ
ー
ワ
ワ
ー
ク
へ
。

　
放
送
大
学
で
は
、平
成
29
年
度
第
１
学
期（
４
月

入
学
）の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
心
理
・
教
育
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・

自
然
科
学
な
ど
、幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

◆
出
願
期
間
　
第
１
回
　
平
成
28
年
12
月
１
日
〜

平
成
29
年
２
月
28
日
ま
で
。　
第
２
回
　
平
成
29

年
３
月
１
日
〜
３
月
20
日
ま
で
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
放
送
大
学
和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー 

℡
０
７
３
|
４
３
１
|
０
３
６
０

事
業
主
の
皆
様
へ

　
労
働
保
険
に
入
っ
て
い
ま
す
か
？
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お知らせいろいろ






